
ロールベール状飼料を活用した、重機要らずの 
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左上：8月上旬に水田地帯で生育中の飼料イネ。 
10月中旬に飼料イネ専用収穫機でロールベール 
状飼料になった。 

右上：水田地帯へ冬季預託中の繁殖牛。降雪後
も寒さを感じさせないほど飼料イネWCSをしっ
かりと食べる。 

左下：大子町の冬季放牧実証展示圃場にて現地
検討会を開催。チェーンブロック三脚の実演中。 

右下：春先に伸びてきた牧草を食す繁殖牛。気
候も次第に暖かくなり、退牧直前でも食欲旺盛。 

表紙写真解説 

はじめに 

大子町畜産農業協同組合 組合長 
             冨田 千代松 

 大子町は畜産が主要な産業の一つでありますが、和牛繁殖経営は零
細な農家が多く、また、高齢化や後継者不足に悩んでいます。将来につ
いての危機感を払拭するために、放牧を始めとした省力飼養について取り
組んでいます。近年は飼料イネの普及が進み、ホールクロップサイレージ
（WCS）も自給飼料の選択肢の中に入ってきました。しかし、WCSは約300kg
のロールベール状飼料であり、重機を持たない小規模農家では取り扱い
が難しい状況でした。 
 そこで、国や茨城県の研究および普及機関、また、大子町・結城市の行
政、さらに、畜産および耕種の農業協同組合が連携した協力の下、これら
の技術を大子町のような中山間地の小規模農家でも活用できるようにした
のが今回の取り組みです。 
 この試みが「平成23年度茨城県畜産大賞 地域振興部門優秀賞」を
受賞したことから、この冊子を出版する運びとなりました。 
 日本各地には大子町のような中山間地で頑張っている小規模な畜産農
家がたくさんあると思われますので、そのような方々を元気づける起爆剤やヒ
ントになればよいと考えております。また、省力化といった面では、規模に関
わらず、参考になる内容があるかもしれません。 
 最後に、この冊子を出版するにあたって、ご協力いただいた皆様に厚く御
礼を申し上げるとともに、益々のご発展をお祈り申し上げます。 
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４－１．チェーンブロック三脚  
４－２．可搬給飼柵  
４－３．ロールベール活用型ミニサイロ  

６－１．水田地帯へ預託した冬季屋外飼養  
６－２．大子町での冬季屋外飼養  

ポイント： 

その１）重機を使わずにロールベール給飼 
 

その２）省力的な冬季屋外飼養 
          周年放牧に移行可能 
 

その３）飼料イネWCS主体の飼養管理 



１．地域概要 
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 営農形態は、水稲、こんにゃく、茶、りんご、しいたけ、繁殖和牛、 
 

酪農を基幹作目とする複合経営が主体です。平成23 年2 月1 日現在、乳 
 

用牛23 戸670 頭、肉用牛219 戸2,100 頭と年々飼養頭数及び農家戸 
 

数が減少傾向ですが、畜産が農業産出額の５割以上を占めるなど、町の 
 

基幹産業となっています。また、大子町は繁殖和牛頭数が県全体の約３ 
 

割を占める生産地帯で、年６回開催される大子家畜市場では、年間775  
 

頭（平成23 年）の和牛子牛が取引されています。 

 大子町は茨城県最北西端で町の中心は海抜 
 

103mに位置し、西は栃木県、北は福島県に 
 

接しています。面積の約８割は、八溝山系と 
 

阿武隈山系からなる中山間地で、年平均気温 
 

は12.5℃、年間平均降水量は1,400～1,500  
 

mmと低温多雨の山岳気候の地域です。 

 また、日本三大瀑布のひとつ「袋田の滝 
 

（四度の滝）」をはじめ、緑豊かな自然や 
 

奥久慈温泉郷などの観光資源が豊富な町です。 
 

人口は19,619 人（平成23 年）で、昭和 
 

30 年の町村合併時と比較して半数に激減し 
 

ており、高齢化が急速に進んでいます。 

  



３．取り組みの背景 
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２．組織概要 

結城市 

茨城県 
農業総合センター 
常陸大宮地域農業改良普及センター 
結城地域農業改良普及センター 
県北家畜保健衛生所 
県西家畜保健衛生所 
畜産センター肉用牛研究所 

連携 中央農業総合研究センター 

技術支援 

支援 

耕 種 畜 産 

大子町和牛繁殖活性化協議会 
（和牛繁殖農家，大子町畜産 
 農業協同組合） 

大子町 

連携 

支援 

農事組合法人 宮崎協業 

放牧 稲ＷＣＳ 

 茨城県北部地域にある大子町は典型的な中山間地域で、零細な和牛繁 
 

殖経営が多く、高齢化や後継者不在により生産縮小が進んでいます。そ 
 

のため同町の畜産組合、県畜産組合連合会、繁殖和牛農家が中心となっ 
 
て「大子町和牛繁殖経営活性化協議会」を組織し、飼養管理の省力化と 
 

経営の活性化を目指した視察・研修会・講習会の開催、各種実証・普及 
 

活動の実施など幅広い視点に立った支援活動により、町内での放牧を推 
 

進してきました。 

 そこで、県西部地域で畑 
 

作・水田の農作業受託等を 
 

行っている農事組合法人宮崎 
 

協業組合と連携し、関係各機 
 

関と共に上記諸課題の解決の 
 

ために取り組みました。 

 大子町内での放牧は夏～秋の期間が主で、冬～春の期間は畜舎内飼養 
 

をしています。冬季の家畜飼養が舎飼に限られることから、増頭や省力 
 

化等など経営の発展に十分な効果を得られていません。また、中山間地 
 

域であるため飼料生産基盤の大規模化が難しく、自給粗飼料の確保も課 
 

題となっています。一方、平場地域では、大規模耕種農家が飼料イネな 
 

ど水田の飼料生産利用に取り組みつつありますが、地域内において利用 
 

する畜産農家が少ない地域があり、畜産農家と耕種農家のマッチングを 
 

行うことが課題となっています。 



４．省力飼養を支える技術 
 ４－１．チェーンブロック三脚 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

- 3 - 

表１　資材経費例

チェーンブロック三脚
仕様 単価（円） 個数 小計（円）

単管パイプ 4m、φ46mm ¥1,510 3 ¥4,530
チェーンブロック 1t ¥8,980 1 ¥8,980

三脚ヘッド 1t用 ¥8,300 1 ¥8,300
三脚ヘッドストッパ- 1個/脚 ¥1,300 3 ¥3,900

合計 ¥25,710

稲WCS吊り具 ¥4,200 2 ¥8,400
注：ロールベールを一度にユニックやトラックに積み込みまたは積み下ろす場合、

　　作業中に別のロールベールにセットできるので、吊り具が2個以上あると

　　作業時間が短縮される。

 飼料イネ専用収穫機で作られたロールベール 
 

は300kg程度の重さがあるため、ベールグラブ 
 

などの重機を持たない小規模繁殖農家には扱い 
 

にくい飼料でした。 
 

 しかし、小規模であるが故、ロールベールを 
 

丸々1個使い切るには日数がかかります。一週 
 

間に1, 2回、ロールベールを運べば十分な量の 
 

飼料を確保できることから、園芸用の三脚ヘッ 
 

ドにチェーンブロックを取り付けてロールベー 
 

ルを持ち上げられるようにしました。 

稲WCS吊り具をロールベールに被せた後
にチェーンブロック三脚で吊り上げる。 

吊り上げたロールベールの下に軽トラを
バックさせて荷台に下ろせるようにする。 

軽トラにロールベールを下ろして運搬。
別のチェーンブロック三脚を使ってロー
ルベールを目的場所に下ろす。 

・ロールベールを 
      簡単に積み下ろし 
 

・導入経費も格安 

高齢者や女性でも 

総合計 ¥34,110 



４－２．可搬給飼柵 「らくらくきゅうじくん」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４－３．ロールベール活用型ミニサイロ 
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 この給飼柵は軽量（最軽量タイプの枠重 
 

量29kg）で、人力で簡単に移動できます。 
 

 ロールベールを給飼柵に持ってくるので 
 

はなく、給飼柵の方をロールベールのとこ 
 

ろまで移動させ、上から被せて使用します。 
 

 この給飼柵により放牧地や屋外で重機を 
 

毎回使わずにロールベール状飼料を給飼で 
 

きます。食べ残し量もかなり削減されます。 
農研機構 中央農業総合研究センターで開発された技術です。 
自給率向上に貢献できる機器であると評価され、FOOD 
ACTION NIPPON AWARD 2011 研究開発・新技術部門に入賞
しました。 

農研機構 中央農業総合研究センターで開発された技術です。 
優れた創意工夫により職域における技術の改善向上に貢献し
たと評価され、平成23年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 
創意工夫功労者賞を受賞しました。 

 小規模繁殖農家では、牛舎周りでもロー 
 

ルベール状飼料をすぐに使い切れません。 
 

 飼料の乾燥・劣化を遅らせ、野生動物な 
 

どによる食害も防ぎます。ロールベールの 
 

内部に巻いてあるネットやトワインを簡単 
 

に取り外す機構もついてます。 

放牧地や屋外で 
    ロールベール給飼 

「いつでも、どこでも、誰にでも」 

ロールベール1個分サイロ 

牛舎まわりでも無駄を少なく！ 



飼養家畜に異常があった場合は獣医師または家畜保健衛生所にご連絡ください。 
 

放牧牛， 
元気ですか？ 
  

 
放牧中でもほったらかしにしないで，しっかりと管理をしないと 
 
 

牛が体調を崩しますよ！死亡事故につながらないように！！ 
 
 

○放牧をするために・・・ 
 
 

・放牧地の面積は，牛2頭を15日飼養するのに１０㌃程度が目安です。 
 
 
 

・水は，牛1頭あたり夏場は35㍑/日，秋冬は15㍑/日程度は必要です。 
 
 

・牛は暑さに弱いので，木・屋根などで日陰を作ってください。 
 
 

・採草行動や群れでの行動など放牧環境に馴れさせることが必要です。 
 
 

・管理のために簡易枠場などを設置することをおすすめします。 
 

  

    

移動式スタンチョン       枠場           追い込み柵 
 

移動可能。飼料があれ
ば入る。放牧地が複数
ある場合に有効。 

移動不可能。追い込めば
ひもでつながなくても 
簡単に入る。 

移動不可能。追い込んだ後
に捕まえてひもでつなぐ。
安価で設置が可能。 

５．放牧にあたっての諸注意 (大子町での指導に使用したリーフレット) 
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商品名 投与量 投与時期 効果 
バイチコール 体重10kgあたり1ml 2週～1ヶ月に1回 外部寄生虫 
アイボメック 

トピカル 体重10kgあたり1ml 2週～1ヶ月に1回 主に内部寄生虫 
ペルタッグ 1頭あたり2枚 6ヶ月間有効 外部寄生虫 

赤血球に寄生するピロプラズマ原虫 
 
初めて放牧する牛は寄生虫の影響が特に強く 
 

現れます。寄生度が高いと貧血や食欲減退など 
 

が起こり，死亡事故にもつながります。 

 

 ・放牧の様子を毎日観察してください。 
 
 

 状態の悪い牛は舎飼いなどの対策を 
 
 

 してください。 
 
・ダニによりピロプラズマ症という 
 
 

原虫の寄生虫病が発生します。 
 
 

外部寄生虫薬を使用するなどの 
 
 

対策をしてください。 
 

 

 
 
○外部寄生虫薬について・・・ 
 
 
 

動物用医薬品を使用する際は，かかりつけの獣医師と相談の上使用して 
 
 

ください。 
 
 

【参考】 
 

 

 

  

  

○放牧中の管理は・・・ 

バイチコール    アイボメック トピカル    ペルタッグ 
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６．結果概要 
 ６－１．水田地帯へ預託した冬季屋外飼養 
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 冬季の省力飼養および経営発展のための増頭を意識して、平場の水田 
 

地帯に大子町から繁殖和牛を移動し、飼料イネホールクロップサイレー 
 

ジを主体とした実証放牧に取り組みました。耕種農家の管理下で水田等 
 

において冬から春にかけて妊娠牛を放牧飼養し、栄養状態を低下させる 
 

ことなく、健康な子牛を産ませることを目標としました。 

大子町と結城市までの行き来（100km、 
 

3時間）に労力やコストがかかるため、 
 

少ない回数で運搬できるように、分娩予 
 

定日がなるべく揃うように候補牛を選定 
 

しました。 

降雨が続いた場合の泥濘化を避けるため、 
 

圃場内にコンパネを敷いて、牛が腹ばい 
 

になって休むことが出来る乾いたスペー 
 

スを確保できるようにしました。 

降雪の中の放牧牛。冬季の屋外飼養では 
 

体温維持に多くのエネルギーを必要とし 
 

ます。イネWCS 主体の給与で体重を激 
 

減させることなく放牧を継続できました。 



６－２．大子町での冬季屋外飼養 
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 水田地帯での冬季屋外飼養で、常時吹き付ける北風や降雪などの環境で 
 

も栄養状態を低下させることなく、健康な子牛を産ませることができたた 
 

め、今まで行っていなかった大子町内での冬季屋外飼養に取り組みました。 

大子町内での冬季屋外飼養は4カ所で実 
 

施し、内、1カ所で実証展示を行いまし 
 

た。妊娠牛の調査を1ヶ月に一度のペー 
 

スで行いました。 

大子町内の和牛繁殖農家を集めて、 
 

チェーンブロック三脚と巾着式の荷役 
 

具を使ってロールベール運搬の実演を 
 

行いました。 

可搬給飼柵は円筒形なので立てて転が 
 

すと、多少の凸凹がある中山間地の放 
 

牧地でも移動は簡単でした。むしろ、 
 

そのような地形の方が機動力を発揮で 
 

きました。 



データ等 
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・3年間の取り組みで、のべ31頭の繁殖牛を飼養しました。 

・平成23年の夏はとても暑く、良い発情が得られなかったため、種付が遅 
 

 れました。それでも、空胎日数が90日を切る良好な成績でした。 

表2 退牧後の繁殖成績

平成21-22年 分娩日 分娩予定日 予定日から 性別 生時体重 初回種付日 受胎種付日 空胎日数
水田地帯へ預託 の遅れ日数

1回目 MM1 H22.5.29 H22.5.26 △ 3 ♀ 29 H22.8.16 H22.8.16 79
2農家　8頭 MM2 H22.6.6 H22.5.31 △ 6 ♀ 33 H22.7.30 H22.7.30 54

1カ所 MM3 H22.6.19 H22.6.6 △ 13 ♀ 31 H22.10.7 - 不妊治療
MM4 H22.7.23 H22.7.20 △ 3 ♀ 34 - 更新廃用
MM5 H22.8.4 H22.7.31 △ 4 ♀ 34 H22.9.15 H22.9.15 42
MM6 H22.7.25 H22.7.20 △ 5 ♀ 36 H22.10.17 H22.10.17 84
OS1 H22.7.9 H22.6.28 △ 11 ♀ 33.5 H22.9.7 H22.9.28 81
OS2 H22.7.3 H22.7.1 △ 2 ♀ 28.2 H22.8.25 H22.9.23 82
平均 △ 6 32.3 70

平成22-23年 分娩日 分娩予定日 予定日から 性別 生時体重 初回種付日 受胎種付日 空胎日数
水田地帯へ預託 の遅れ日数

2回目 MT1 H23.7.13 H23.7.2 △ 11 ♀ 28 H23.10.17 H23.10.17 96
3農家　7頭 MT2 H23.7.21 H23.7.13 △ 7 ♂ 32 H23.10.27 H23.11.17 119

1カ所 MT3 H23.6.14 H23.6.11 △ 3 ♂ 31 H23.8.13 H23.8.13 60
(MT4) H23.8.8 H23.7.27 △ 12 ♂ 32 H23.11.1 H23.11.1 86 途中退牧
MS1 H23.8.7 H23.8.2 △ 5 ♀ 31 H23.9.26 H23.9.26 50
MS2 H23.8.21 H23.8.14 △ 7 ♀ 34 H23.10.28 H23.11.19 90
AM1 H23.8.23 H23.8.16 △ 7 ♂ 30 H23.12.17 H23.12.17 116
平均 △ 7 31.1 88

平成23-24年 分娩日 分娩予定日 予定日から 性別 生時体重
大子町内で飼養 の遅れ日数

5農家　16頭 MM2 H24.7.11 H24.7.1 △ 10 ♂ 30
4カ所 MM6 H24.7.2 H24.6.21 △ 11 ♂ 34

MM7 H24.7.4 H24.6.28 △ 6 ♂ 38
(MM8) H24.5.3 H24.4.23 △ 10 ♂ 34 途中退牧
MH1 H24.6.3 H24.6.3 △ 0 ♀ 30
MH2 H24.5.17 H24.5.19 ▲ 2 ♂ 34
MH3 H24.6.21 H24.6.18 △ 3 ♀ 28
MT5 H24.7.18 H24.7.7 △ 11 ♂ 37
MT6 H24.6.1 H24.5.21 △ 11 ♀ 29
SS1 H24.4.8 H24.4.13 ▲ 5 ♀ 31.5
SS2 H24.7.24 H24.7.12 △ 12 ♂ 30
SS3 H24.7.10 H24.7.9 △ 1 ♂ 30
MS1 H24.7.15 H24.7.6 △ 9 ♂ 30
MS2 H24.9.3 H24.8.28 △ 6 ♀ 30
MS3 H24.5.26 H24.5.17 △ 9 ♂ 30

(MS4) H24.3.20 H24.3.7 △ 13 ♂ 44 途中退牧
平均 △ 7 32.5 H24.9.21現在

元気な子牛が誕生 
生時体重 平均32.1 kg 
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・繁殖牛6,７頭で2日に一度、飼料イネ 
 

WCS1個を給飼するのに丁度良いペース。 

・経時的な血液検査の結果、繁殖牛の健 
 

康のためには、飼料イネWCS以外にヘイ 
 

キューブや配合飼料等の補助飼料が必要 
 

でした。(詳細はお問い合わせ下さい。) 

※茨城県内の一般的な飼料イネWCS取引価格13～14円/kgで算出 

表3　飼料イネWCS消費量

平成22-23年 測定日 WCS消費量 WCS消費量

水田地帯へ預託 個 kg
2回目 11/19

3農家　7頭 1/25 9 2700
2/22 12 3600
3/23 14 4200
5/10
合計 35 10500

kg/cowday 21.8

平成23-24年 測定日 WCS消費量 WCS消費量
大子町内で飼養 個 kg

2農家　5頭 11/21
12/20 8 2400
1/20 10 3000
1/25 10 3000
2/22 12 3600
3/23 11 3300
合計 51 15300

kg/cowday 21.9

体重を激減させることなく 

飼料イネWCS主体で給飼 

繁殖牛1頭あたり毎日約22kg消費 

コストは 280～310円※ 



７．地域モデルの推進 
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水田地帯 

ロールベール 

放牧地 

牛舎 

集積基地 

 今回の取り組みで、重機を使わなくても中山間地でロールベール状飼料 
 

を用いた省力飼養ができるようになりました。中山間地の放牧地や牛舎に 
 

重機がなくてもロールベール状飼料を、簡単に、しかも、低コストで給飼 
 

できるシステムです。 
 

 平場の水田地帯で作られた飼料イネのロールベールを集積する基地を確 
 

保することで、ロールベール状飼料を農家各自で扱うことができます。 

 これを受けて、地域でも飼料イネのロールベールを作る取り組みが始ま 
 

りました。また、耕作放棄地を解消し、飼料イネ以外の自給飼料を作付け 
 

することにより、地域ぐるみによる大子町の活性化を図っていきます。 

深溝プラウで耕作放棄地を解消 エンバクをバインダーで収穫後に細断 簡易型サイロでサイレージ調整 



８．おわりに 

関係団体一覧 
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大子町 
大子町畜産農業協同組合 
大子町和牛繁殖活性化協議会 
 

結城市 
農事組合法人 宮崎協業 
 

公益社団法人 茨城県畜産協会 
 

農研機構 中央農業総合研究センター 

茨城県 
農業総合センター 
県北農林事務所 
常陸大宮地域農業改良普及センター 
県西農林事務所 
結城地域農業改良普及センター 
県北家畜保健衛生所 
県西家畜保健衛生所 
畜産センター肉用牛研究所 

公益社団法人 茨城県畜産協会 

 大子町は茨城県内有数の繁殖和牛の産地ですが、日本国内を見ると、宮崎
県や福島県といった重要な産地が口蹄疫や震災・原発事故によってことごとく危
機に瀕しており、元の状態に復帰するにはまだまだ時間がかかります。大子町にも
子牛市場がありますが、近年、出荷頭数が減少してきており、現状を維持するにし
ても様々な課題が山積みです。今後はTPPなどの影響も考慮せねばならず、中山
間地における農業、特に畜産業をどのように展開させていくかを考えなければならな
い時期になっています。 
 そのような中、今回の取り組みで大子町でも周年で放牧飼養ができる目処が
立ったこと、また、零細な畜産農家でもロールベールを扱えるようになったことで、自
給飼料の活用等、新たな動きが出てきました。大子町内の畜産農家だけでなく、
耕種農家も参加した「大子町アグリネットワーク」という集落営農に斬新に取り組む
組織も作られ、地域の活性化が進む環境が整いつつあり、今後の発展が楽しみ
でなりません。 
 日本の畜産の益々の発展のためにも、第２、第３の大子町が出てくることを期待
しております。 

本誌より転載・複製および引用にあたっては、 
下記連絡先までお問い合わせ下さい。 

連絡先：公益社団法人 茨城県畜産協会 

郵便番号：310-0022 
住所：茨城県水戸市梅香1丁目2番地56号 
TEL：029-231-7501 
FAX：029-222-2032 
E-mail：info@ibaraki.lin.gr.jp  



ロールベール状飼料を活用した、重機要らずの 

黒毛和種繁殖牛省力飼養技術（大子方式） 

編集：大子町和牛繁殖経営活性化協議会 
原稿執筆等協力：茨城県、農研機構 中央農業総合研究センター 
発行：公益社団法人 茨城県畜産協会 

平成24年9月作成印刷 

可搬式給飼柵を用いて、冬季屋外飼養に向けた 
繁殖牛の馴致風景。 

放牧地での繁殖牛とチェーンブロック三脚。 

水槽に張った厚い氷を割って取り出すのが毎朝の 
日課。しかし、溶けずに溜まる一方。 

大子町の放牧地にて。降雪中でも元気に飼料イネ 
WCSを食べる繁殖牛。 
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